
生石の野鳥

NPO法人生石山の大草原保存会



野鳥の種類を知ろう！

１．いつごろ出会ったか？
季節によって種類を絞ることが出来ます。

雌雄・季節・年齢によって羽の色が変わります。

留鳥 1年中いる野鳥

漂鳥 日本国内を季節で移動する野鳥

冬鳥 冬に日本へやって来る野鳥

夏鳥 夏に日本へやって来る野鳥

旅鳥 季節の変わり目に日本を通過していく野鳥

迷鳥 台風などで運ばれてくる野鳥



野鳥の種類を知ろう！

２．どこで出会ったか？
出会った場所（都道府県名）や環境で、

絞り込むことが出来ます。

海に棲む鳥

水辺に棲む鳥

山野に棲む鳥

高山に棲む鳥



野鳥の種類を知ろう！

３．どんな大きさだったか？
年中見かけることが出来る留鳥を物指として、

出会った野鳥の大きさを推定します。

スズメ １４ｃｍ

ヒヨドリ ２８ｃｍ

ドバト ３９－３５ｃｍ

カラス ５０－５７ｃｍ

「スズメより大きくヒヨドリより小さい」と言ったように、出会っ

た野鳥の大きさを推定できます。



生石の野鳥 １

ヤマガラ （留鳥）１４ｃｍ ズズメ目シジュウカラ科

雌雄同色

生石で最も多
い野鳥

人に馴れ易く、
餌場の常連。
手にも載って
来る。



生石の野鳥 ２

シジュウカラ （留鳥）１５ｃｍ ズズメ目シジュウカラ科

雌雄ほぼ同色

平地では多い
が、生石では
やや少ない



生石の野鳥 ３

ヒガラ （留鳥または漂鳥）１１ｃｍズズメ目シジュウカラ科

雌雄同色

生石で見かけ
る機会は、や
や少ない



生石の野鳥 ４

ゴジュウカラ （留鳥）１４ｃｍ ズズメ目ゴジュウカラ科

雌雄同色

標高１２００ｍ
以上に生息す
るといわれ、
生石では例外
的存在。

野鳥荘へやっ
て来たのは若
鳥で、繁殖し
たらしい。



生石の野鳥 ５

エナガ （留鳥または漂鳥）１４ｃｍ ズズメ目エナガ科

雌雄同色

生石では時々
出会う

集団で行動し、
じっとしていな
い



生石の野鳥 ６

メジロ （留鳥または漂鳥）１２ｃｍ ズズメ目メジロ科

雌雄同色

生石では時々
出会う



生石の野鳥 ７

スズメ （留鳥）１４ｃｍ ズズメ目ハタオリドリ科

雌雄同色

生石では冬は
少数

まだ出会って
いないが、頬
に黒煩のない
のはニュウナ
イスズメで別
種（鈴鹿以東
で生息）



生石の野鳥 ８

ウグイス （留鳥）１４～１６ｃｍ ズズメ目ウグイス科

雌雄同色

生石では多い
野鳥

日本三鳴鳥の
一種

（他は、オオル
リ、コマドリ）



生石の野鳥 ９

センダイムシクイ（夏鳥）１４ｃｍ ズズメ目ウグイス科

生石は通過す
るだけ。

会えるのはワ
ンチャンスで
す。



生石の野鳥 １０

メボソムシクイ （夏鳥）１３ｃｍズズメ目ウグイス科

生石は通過す
るだけ。

だが、会える
チャンスは、
センダイムシ
クイより多い。



生石の野鳥 １１

セッカ （留鳥または漂鳥）１３ｃｍ ズズメ目ウグイス科

雌雄同色、雌
は色が薄い。

雄はハーレム
を作る習性が
ある。

生石高原には
夏にやってき
て天空を鳴き
ながら飛ぶ。
草原で繁殖す
る。



生石の野鳥 １２

キクイタダキ （留鳥または漂鳥・生石では冬鳥）
１０ｃｍ ズズメ目ウグイス科

雌雄ほぼ同色

Ｈ２４年１１月、
和歌山各地に
飛来。生石で
も確認できた。

赤松につく虫
を好む。

日本で２番目
に小さい野鳥



生石の野鳥 １１

ヒバリ （留鳥）１７ｃｍ ズズメ目ヒバリ科

雌雄同色

生石高原の天
空を鳴きなが
ら飛ぶ。



生石の野鳥 １２

カヤクグリ （漂鳥）１４ｃｍ ズズメ目イワヒバリ科

雌雄同色

鈴鹿以東に生
息。寒くなると
生石高原に飛
来。

鈴虫の鳴き声
のような美声
の持ち主



生石の野鳥 １３

モズ （留鳥または漂鳥）２０ｃｍ ズズメ目モズ科

雌雄ほぼ同色

（雄の方がや
や鮮やか）

秋になると里
に下りる。生
石では夏に出
会うことが多
い



生石の野鳥 １４

ヒヨドリ （留鳥）２６ｃｍ ズズメ目ヒヨドリ科

雌雄同色

どこにでもい
る野鳥。

よく見れば、
結構可愛い

人に馴れる場
合もある



生石の野鳥 １５

ムクドリ （留鳥）２４ｃｍ ズズメ目ムクドリ科

雌雄同色

どこにでもい
る野鳥。



生石の野鳥 １６

セグロセキレイ （留鳥）２１ｃｍ ズズメ目セキレイ科

写真は雄

水田や川辺な
ど、水のある
ところでよく出
会う



生石の野鳥 １７

ハクセキレイ （留鳥または漂鳥）２１ｃｍ
ズズメ目セキレイ科

水田や川辺な
ど、水のある
ところでよく出
会う。

関西では、感
覚的には「冬
鳥」で夏場に
出会うことは
ない。



生石の野鳥 １８

キセキレイ （留鳥または漂鳥）２０ｃｍ
ズズメ目セキレイ科

写真は雄

水田や川辺な
ど、水のある
ところでよく出
会う。

関西では少な
いが、中国地
方以西では多
い。



生石の野鳥 １９

ハシボソガラス （留鳥）５０ｃｍ ズズメ目カラス科

雌雄同色

普通に見る２
種類のカラス
の１種。

嘴が細く、や
や小型



生石の野鳥 ２０

ハシブトガラス （留鳥）５７ｃｍ ズズメ目カラス科

雌雄同色

普通に見る２
種類のカラス
の１種。

嘴が太く、や
や大型



生石の野鳥 ２１

カケス （留鳥）３８ｃｍ ズズメ目カラス科

雌雄同色

カラスとは思
えない美しい
鳥。比較的標
高の高いとこ
ろに棲み、生
石には多い。

鳴き声はカラ
スに近い



生石の野鳥 ２２

アトリ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目アトリ科

雌雄同色

群れで行動す
る。

生石では少な
い野鳥



生石の野鳥 ２３

イカル （冬鳥）２３ｃｍ ズズメ目アトリ科

雌雄同色

古代、斑鳩の
里で多くみら
れたことから
この名がある。

群れで行動す
ることが多く、
冬鳥だが、生
石で７月に出
会ったことが
ある。



生石の野鳥 ２４

ウソ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目アトリ科

写真は雄。雌
はこれ程赤く
はない。

ウツギの実を
好む。生石で
は多いので、
出会う機会も
多い。



生石の野鳥 ２５

アカウソ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目アトリ科

ウソの亜種

ウソより赤み
が多く、標高
の高いところ
を好むようで、
生石ではアカ
ウソが多い。

ウツギの実を
好む。生石で
は多いので、
出会う機会も
多い。



生石の野鳥 ２６

シメ （冬鳥）１９ｃｍ ズズメ目アトリ科

写真は雌。雄
はもう少し色
鮮やか。

悪相だが、硬
い殻を持つ実
を好む穏健派。

生石では、出
会う機会も多
い



生石の野鳥 ２７

オオマシコ （冬鳥）１７ｃｍ ズズメ目アトリ科

雄は写真のよ
うに美しい。雌
はこれ程赤く
はない。

イタドリの実を
好む。

イタドリのある
ところで群れ
で出会うこと
が多い。



生石の野鳥 ２８

マヒワ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目アトリ科

雌雄同色

大きな群れで
行動する。１０
０羽を超える
ことも珍しくな
い。

秋楡の実を好
む



生石の野鳥 ２９

カワラヒワ （留鳥）１５ｃｍ ズズメ目アトリ科

雌雄同色

群れで行動す
る。

留鳥であるが、
生石では夏に
多く、秋には
姿を消す。

ヤマガラを蹴
散らすワイル
ドな野鳥



生石の野鳥 ３０

ホオジロ （留鳥）１７ｃｍ ズズメ目ホオジロ科

雌雄ほぼ同色。
写真は雄。雌
はやや色が薄
い。

生石高原でよ
く出会う。

春に「一筆啓
上仕り候」と鳴
く声は、きわ
めて美声



生石の野鳥 ３１

ミヤマホオジロ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目ホオジロ科

写真は雄。雌
は地味。

別名「貴公子」
と呼ばれる美
しい野鳥

生石高原では
少ない。



生石の野鳥 ３２

アオジ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目ホオジロ科

雌雄同色。

生石では、別
荘地の森に多
い。

地面で捕食。
人馴れしやす
い



生石の野鳥 ３３

オオジュリン （留鳥）１６ｃｍ ズズメ目ホオジロ科

雌雄ほぼ同色。
夏冬で羽の色
が変わる（写
真は雄冬羽）。
雌はやや色が
薄い。

１１月、生石高
原では、初め
て出会った。



生石の野鳥 ３４

カシラダカ （冬鳥）１６ｃｍ ズズメ目ホオジロ科

雌雄ほぼ同色。
カンムリ羽が
特徴。

地面で捕食す
る。



生石の野鳥 ３５

ツグミ （冬鳥）２４ｃｍ ズズメ目ツグミ科

雌雄同色。

かつて「最も
美味しい焼
鳥」と言われ
たそうだが、
食したことは
ない。いまは
捕獲禁止。年
により大量発
生し公害とな
ることもある。



生石の野鳥 ３６

クロツグミ （夏鳥）２２ｃｍ ズズメ目ツグミ科

雌雄別色。

極めて美声で、
生石の夏を代
表する野鳥。

だが姿を見る
ことは殆どで
きない。

生石で繁殖す
る。



生石の野鳥 ３７

シロハラ （冬鳥）２５ｃｍ ズズメ目ツグミ科

雌雄ほぼ同色。

地面で捕食す
る。



生石の野鳥 ３８

ジョウビタキ （冬鳥）１４ｃｍ ズズメ目ツグミ科

雌雄別色。

写真は雌。

笠石でジョウ
ビタキに会うと
は思ってもい
なかった。



生石の野鳥 ３９

ルリビタキ （関西では冬鳥）１４ｃｍ ズズメ目ツグミ科

雌雄別色（雌
は地味）。

写真は雌。

とても美しい
野鳥。



生石の野鳥 ４０

ノビタキ （夏鳥）２０ｃｍ ズズメ目ツグミ科

夏冬・雌雄・若
鳥・成鳥で色
が違うが、生
石で全て見る
ことはできな
い



生石の野鳥 ４１

キビタキ （夏鳥）１４ｃｍ ズズメ目ヒタキ科

雌雄別色（雌
は地味）。

極めて美声で、
生石ではクロ
ツグミと共演
する。

縄張りを持ち、
極めて攻撃的。

生石で繁殖す
る。



生石の野鳥 ４２

コサメビタキ （夏鳥）１３ｃｍ ズズメ目ヒタキ科

雌雄同色。

生石では珍し
い。

※サメビタキ
と思わる野鳥
に出会ったが、
確認できず。



生石の野鳥 ４３

オジロビタキ （旅鳥または冬鳥）１３ｃｍ
ズズメ目ヒタキ科

雌雄同色（写
真は冬羽）。

生石では珍し
い。



生石の野鳥 ４４

オオルリ （夏鳥）１６ｃｍ ズズメ目ヒタキ科

日本三鳴鳥の
一種。

とても美しい
野鳥で、生石
で繁殖する



生石の野鳥 ４５

サンコウチョウ （夏鳥） ズズメ目カササギヒタキ科
♂４５ｃｍ ♀１８ｃｍ

雌雄はまるで
違う。

雄は尾羽の長
さが特徴。

「森のパン屋
さん」付近で
営巣が確認さ
れた。



生石の野鳥 ４６

サンショウクイ（夏鳥）２０ｃｍ ズズメ目サンショウクイ科

雌雄ほぼ同色。

生石では、夏
の終わりごろ
の移動で、出
会うことができ
る。



生石の野鳥 ４７

コゲラ （留鳥）１５ｃｍ ズズメ目キツツキ科

雌雄ほぼ同色。

キツツキの仲
間では最も小
さい。

生石では良く
出会う野鳥。



生石の野鳥 ４８

アオゲラ （留鳥）２９ｃｍ ズズメ目キツツキ科

雌雄ほぼ同色。

日本固有種の
キツツキ。

生石で繁殖す
る。



生石の野鳥 ４９

アカゲラ （留鳥）２４ｃｍ ズズメ目キツツキ科

雌雄ほぼ同色。

生石で繁殖す
る。



生石の野鳥 ５０

オオアカゲラ （留鳥）２８ｃｍ ズズメ目キツツキ科

雌雄ほぼ同色。

アカゲラより
大きく、より赤
い。

生石で繁殖す
る。



生石の野鳥 ５１

キバシリ （留鳥）１１ｃｍ ズズメ目キバシリ科

雌雄同色。

高山に棲む野
鳥で、生石で
は珍しい。

高速で木を下
り降りる特技
を持っている。



生石の野鳥 ５２

ツバメ （夏鳥）１７ｃｍ ズズメ目ツバメ科



生石の野鳥 ５３

アマツバメ （夏鳥）１９－２０ｃｍ・翼開長４３－４８ｃｍ
アマツバメ目アマツバメ科

生態が良く分かっ
ていない。

一般的には２００
０ｍ以上の高山
で生息。ただ、生
石のように岩場
があれば標高５０
０ｍでも観察され
る。

飛びながら寝むり、
滅多に下りない。



生石の野鳥 ５４

アカショウビン （夏鳥）２７ｃｍ
ブッポウソウ目カワセミ科

雌雄同色。

とても珍しい
野鳥で、野鳥
ファンなら垂
涎の的。

今年、生石の
別荘地で繁殖
したと思われ
るが、確認で
きず。



生石の野鳥 ５５

カワセミ （留鳥）１７ｃｍ ブッポウソウ目カワセミ科

雌雄ほぼ同色。

市街地でも見
かけることが
できる美しい
水辺の野鳥。
生石では、別
荘地の水源地
で見ることが
できる。



生石の野鳥 ５６

カイツブリ （留鳥）２６ｃｍ カイツブリ目カイツブリ科

身近な水鳥。

生石の別荘地
の池で見るこ
とができる。



生石の野鳥 ５７

オシドリ （冬鳥）４５ｃｍ カモ目カモ科

雌雄別色（雌
は地味）。

生石の別荘地
の池で見るこ
とができる。

※この池では、
まだカモ類が
いるかもしれ
ない。



生石の野鳥 ５８

フクロウ （留鳥）５０ｃｍ フクロウ目フクロウ科

数は少ないが
生息する。

生石で、幼鳥
が保護された
事例もある
（後に自然へ
帰っている）。



生石の野鳥 ５９

キジバト （留鳥）３３ｃｍ ハト目ハト科

雌雄同色。

ビジョンミルク
があるため、
繁殖時期を問
わない。

山野で多く棲
息するハト。

俗に「山鳩」と
呼ばれるもの。



生石の野鳥 ６０

アオバト （留鳥）３３ｃｍ ハト目ハト科

雌雄ほぼ同色。

声は聞けるが、
姿は容易に見
えない。

サクランボが
好物で、この
時期なら出会
える可能性は
高い。



生石の野鳥 ６１

ヤマドリ （留鳥）♂１２５－♀５５ｃｍ キジ目キジ科

雌雄ほぼ同色。尾
羽の長さが雌雄で
大きく違う。

生石では多く棲息
しているが、案外
出会えない。

繁殖期には攻撃
的になるため、出
会う可能性は高く
なる。



生石の野鳥 ６２

ウズラ （留鳥）２０ｃｍ キジ目キジ科

かつて、狩猟対象
として許可されて
いた鳥獣だが、今
は禁止されている。

野生のウズラに出
会う機会は少ない。
別荘地の道路で、
突然出会った。



生石の野鳥 ６３

カッコウ （夏鳥）３５ｃｍ カッコウ目カッコウ科

雌雄同色。

高山に棲み、托卵
する４種のうち１
種。

木のてっぺんで鳴
き、５月の生石を
代表する野鳥



生石の野鳥 ６４

ツツドリ （夏鳥）３３ｃｍ カッコウ目カッコウ科

雌雄ほぼ同色。

高山に棲み、托卵
する４種のうち１
種。

火縄銃の筒音の
ように鳴く。枝の
中ほどに止まるこ
とが多く、鳴き声
の割には姿は見
つけずらい。



生石の野鳥 ６５

ホトトギス （夏鳥）２８ｃｍ カッコウ目カッコウ科

雌雄同色。

平地から高山に
棲み、托卵する４
種のうち１種。

鳴き声は「てっぺ
ん駈けたか」とし
て知られる。

鳴きながら飛ぶこ
とが多く、静止し
た姿は見つけ辛
い。



生石の野鳥 ６６

ヤマシギ （冬鳥）３３－３５ｃｍ チドリ目シギ科

雌雄同色。

レアな野鳥で、生
石で観察できるこ
とはあまり知られ
ていないのではな
いか。

第２駐車場で夕方
に見かけることが
多いそうです。



生石の野鳥 ６７

トビ （留鳥）６０ｃｍ タカ目タカ科

雌雄同色。

大型のタカなのに
「トンビがタカを生
む」と差別される。

その理由は、死肉
をあさり、別名「掃
除屋」と言われる
からだろう。



生石の野鳥 ６８

ハチクマ （夏鳥） ５５ｃｍ タカ目タカ科

雌雄ほぼ同色。

生石では赤松に
営巣する。

ハチの幼虫や蛹
を好んで食べる。
クロスズメバチ、
オオスズメバチな
どのジバチ類と呼
ばれる地面に巣を
作るものを好む。



生石の野鳥 ６９

ハイタカ （留鳥） ３９ｃｍ タカ目タカ科

雌雄同色。

生石では良く出会
う小型のタカ。

主にツグミくらいま
での小鳥をとるが、
ネズミやリス、ヒミ
ズなどを捕らえる
事もある。



生石の野鳥 ７０

サシバ （夏鳥） ４９ｃｍ タカ目タカ科

ヘビ、ニホントカゲ、
カナヘビ、キリギリ
スなどのバッタ、ヒ
ヨドリ、トノサマガ
エルなどのカエル
などを食べる。



生石の野鳥 ７１

ツミ （夏鳥） ♂２７ｃｍ ♀３０ｃｍ タカ目タカ科

待ち伏せ型の狩り
が主流。

昆虫類をたくさん
食べるが、野鳥を
主に襲う。

自分より大きな獲
物を狙うこともあり、
持ち去ることがで
きないため、捕獲
した場所で食べる。


